
高崎都市計画区域区分の変更（群馬県決定） 

 

 

高崎都市計画区域区分を次のように変更する。 

 

１ 市街化区域及び市街化調整区域の区分 

 

「計画図表示のとおり」 

 

２ 人口フレーム 

 

年 次 

 

区 分 

平成１７年 

（基準年） 

平成２７年 

（基準年の 10 年後） 

都 市 計 画 区 域 内 人 口 294.3 千人 293.6 千人 

 市 街 化 区 域 内 人 口 223.1 千人 ※１    222.6 千人 

 配 分 す る 人 口 － 218.3 千人 

保 留 す る 人 口 － ※2          － 

 （特定保留） － － 

（一般保留） － － 

 

※１ 平成 27 年における市街化区域内人口については、広域都市計画圏における保留人口

が想定されている。 

※２ 広域都市計画圏の人口フレームによる。 

 

 

理 由 

 

高崎市内の分譲中の工業用地は現在わずかであり、地域経済の活性化と雇用促進

を図るため、中核市にふさわしい工業水準を備えるために新しい工業用地の整備が

必要となっている。 

そうした中で平成２５年度に供用開始されることとなった高崎玉村スマートイン

ターチェンジ周辺は、群馬県及び高崎市の上位計画において「新たな産業拠点」と

して位置づけられており、（都）高崎駅東口線（東毛広域幹線道路）沿道周辺を含む

下記区域を業務・流通・工業・その他産業機能の立地集積を図る区域として別添計

画図表示のとおり、計画的市街地整備を進めるべき区域として、市街化区域に編入

するものである。 

 

 

記 

 

 

１ スマートＩＣ周辺工業団地 地区： 

高崎工業団地造成組合による開発事業の実施が確実である区域 面積 64.3ha 

 



高崎都市計画区域区分の変更  新旧対照表 

 

 

高崎都市計画区域区分を次のように変更する。 

 

１ 市街化区域及び市街化調整区域の区分 

 

「計画図表示のとおり」 

 

２ 人口フレーム 

 

年 次 

 

区 分 

新 旧 

平成１７年 

（基準年） 

平成２７年 

（基準年の 

10 年後） 

平成１７年 

（基準年） 

平成２７年 

（基準年の 

10 年後） 

都 市 計 画 区 域 内 人 口 294.3 千人 293.6 千人 294.3 千人 293.6 千人 

 市 街 化 区 域 内 人 口 223.1 千人 222.6 千人 223.1 千人 222.6 千人 

 配 分 す る 人 口 － 218.3 千人 － 218.3 千人 

保 留 す る 人 口 － －  － － 

 （特定保留） － 0.0 千人 － 0.0 千人 

（一般保留） － － － － 

 

※１ 平成 27 年における市街化区域内人口については、広域都市計画圏における保留人口

が想定されている。 

※２ 広域都市計画圏の人口フレームによる。 

 

 






